In Gratitude to Professor Yoshimi Kawase by 有馬 知江美
川瀬善美先生は、平成31年３月31日を以て、白鷗大学を定年退職され
ることとなった。先生は平成６年４月に本学に着任され、25年間、本学
の教育と研究、そしてコース運営等にご尽力してこられた。「社会福祉」、
「社会福祉経営論」、「高齢社会と介護」等々の多くの授業に加え、施設実
習のご担当でもあり、また、ご定年前の２年間は、児童教育専攻幼児教
育・保育コース長と実習委員長を兼ねられ大変ご多忙をきわめた。さら
に、地域貢献についても、小山市における高齢者関係の委員会、子ども関
係の委員会、保育所整備関係の委員会等、多数の委員会の委員長や、とち
ぎ介護人材育成認証制度審査委員会委員長もお務めになられた。
本館４階の川瀬先生の研究室を訪問すると、そこには必ず学生がいた。
ゼミナールの学生と思われる学生達は、先生がご不在でも先生のスケ
ジュールに詳しく、長時間そこに滞在している様子であった。テキストを
広げて勉強している者、仲間と話し合っている者等、なんらかの目的を持
ちそこに滞在し続けている学生達であった。彼らにとって先生の研究室
は、学生生活の精神的な拠り所としてかけがえのない場所であったのだろ
う。学生たちを吸引する力が川瀬先生にはおありだったのだと思う。
それは、教員も同様であり、川瀬先生の周囲には絶えず人々がいた。ご
自分の学生時代のお話や本学の過去のお話等々、それを聞いている人がつ
い笑顔になるような楽しいお話だった。そのようなお話がはずむ中で、授
業や委員会の仕事のあり方等、先生にご相談するという流れになることも
多々あったが、常に前向きなアドバイスを頂くことができた。ちなみに先
生のお好きな言葉は「鷹揚」ということである。確かに、先生とのお話の
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後には、おおらかな気持ちになることが多かった。
しかしそれは決して、細かいことに無頓着であるという意味ではなかっ
た。そのことを私はある時、ひょんなことから知ることとなった。ある会
議が終了した時のことである。会議での報告をなすため、私が持ち込んだ
諸資料が机上に散乱していたのであるが、先生はそれをゆっくりと手に取
り、丁寧に揃えてきれいに束ねて下さった。恩着せがましくなく、あまり
に自然になされた一連の行為に私は恐縮したものだった。その後、先生の
ご趣味が鉄道模型だということを知り、合点がいった。実は先生は「鷹
揚」ではあるが、一方では、緻密な面を併せ持っていらっしゃるのだとい
うことに気づいたのである。その時を契機として、私は川瀬先生の考え方
や会議の進行の仕方に注意深くなった。時に諸意見が出され、方向性が迷
走しそうな会議においても、最終的に毅然として意見の調整をなさるお姿
には、鉄道模型を走らせる際と同じような俯瞰的なまなざしを感じ取るこ
とができた。
先生が鉄道模型を好きになった理由は、北海道での子ども時代に、ご実
家の近くに国鉄の根釧地区機関庫があり、蒸気機関車等の整備を見るのが
お好きだったからということである。9600型、C11型、Ｄ51型等の蒸気機
関車の他、北海道でその当時冬になると活躍していたキ100（ラッセル車）
が特にお好きだということである。雪をかき分けながら進んでいく蒸気機
関車には「鷹揚」なイメージがある。先生のお人柄の原点をここに見るこ
とができるが、先生の御在職中にさらにそのお人柄に触れておくべきで
あったと思っている。
ところで、先生は、学生達に、「素の自分の生き方や考え方を示しそれ
ぞれの学生の今後の生活を考える時の参考にしてもらいたいと思い接して
きた」そうである。また、教育においては、「その時々で、現実的、具体
的な事例を提供しながら、より分かりやすい授業を心掛けてきた」という
ことである。社会福祉の学びにおいて、多くの学生が影響を与えられたと
思う。
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先生のゼミナールの学生は３年生の時から毎月少額のお金を積み立て、
卒業年次での「卒業お別れ旅行」を恒例としていたそうである。宿泊を伴
う学生引率は教員に緊張感をもたらすが、初めての海外旅行という学生も
いる中で、彼らの視野を広げる体験に教育的な意義を認めて毎年引率な
さっていたことに敬服する。
末筆ではありますが、川瀬善美先生、今後ますますご壮健でお過ごしく
ださい。先生のご多幸をお祈り申し上げます。ありがとうございました。
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